
 

 

 

 

 

 

 
 

くらしのくらしのくらしのくらしのカレンダーカレンダーカレンダーカレンダー（（（（３３３３月月月月））））    
 

 
日 曜日 行    事    等 日 曜日 行    事    等 

１ 木 

１９年度入園児保護者会(与板保育園) 

ぴょんぴょんくらぶ 

火災予防日 

１７ 土 与板子供会閉講式 

２ 金 保育園 ひなまつり １８ 日 
与板地域春季バドミントン大会 

(中学校体育館) 

３ 土 
スポーツ･レクリエーション 

指導者講習会(与板体育館) 
１９ 月  

４ 日 

公民館講演会(勤労青少年ホーム) 

演題「和紙作りが気づかせてくれた 

事と地域生かし」 

２０ 火 

ふれあい福祉総合相談(与板支所) 

保育園 おじいさん おばあさんお招き会 

ぴょんぴょんくらぶ 

５ 月 
初心者ＩＴ講習会(～3/9) 

(勤労青少年ホーム) 
２１ 水  

６ 火 

ふれあい福祉総合相談(与板支所) 

さわやか健康体操教室(勤労青少年ホーム) 

中学校卒業式 

ぴょんぴょんくらぶ 

(親子のかかわりについての講演会) 

２２ 木 

足腰お達者教室(ふれあい交流センター) 

さわやか健康体操教室(勤労青少年ホーム) 

３歳児健診(三島保健センター) 

小学校終業式 

公立高校２次試験 

７ 水 

乳児相談(ふれあい交流センター) 

小学校六送会 

保育園年長児卒園旅行｢Ｍａｘの旅｣ 

２３ 金 

小学校卒業式 

中学校終業式 

幼稚園終業式 

保育園 お別れ会 

８ 木 

米百俵号巡回日(幼稚園前) 

足腰お達者教室(ふれあい交流センター) 

育児講座「うたいましょう」(与板保育園) 

火災予防日 

公立高校一般入試 

２４ 土 

幼稚園卒園式 

保育園卒園式 

火災予防日 

９ 金 
幼稚園父母の会役員会 

ぴょんぴょんくらぶ 
２５ 日  

１０ 土 保育園一日入園 ２６ 月 
初心者エクセル講習会(～3/30) 

(勤労青少年ホーム) 

１１ 日  ２７ 火  

１２ 月 

行政相談(与板支所男子厚生室) 

初心者ワード講習会(～3/16) 

(勤労青少年ホーム) 

公立高校合格発表 

２８ 水 さわやか健康体操教室(勤労青少年ホーム) 

１３ 火 
ポリオ予防接種(三島保健センター) 

ぴょんぴょんくらぶ 
２９ 木 

 

１４ 水 
幼稚園 お別れ会 

さわやか健康体操教室(勤労青少年ホーム) 
３０ 金  

１５ 木 
ぴょんぴょんくらぶ 

火災予防日 
３１ 土  

１６ 金     
 
■ ２月の納期限 ・・・ ２月２８日（口座振替日 ２月２８日） 

    固定資産税第４期  国民健康保険料第８期  介護保険料第１１期  
■ 米百俵号巡回日・・・３月８日（木曜日） 与板幼稚園前（午後１時３０～２時３０分） 
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編集／発行 与板支所地域振興課（�0258-72-3100・E-mail：yit-chiiki@city.nagaoka.lg.jp） 

 

 

よいた支所だよりは長岡市のホームページでもご覧になれます。アドレス：http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/o-yoita/ 



 

おおおお        知知知知        らららら        せせせせ    

平成１９年 各町内の町内委員長をお知らせします。  (敬称略 ) 

町 内 名 町内委員長氏名 町 内 名 町内委員長氏名 町内名 町内委員長氏名 町内名 町内委員長氏名 

槙  原 小 林 一 夫 江西二丁目 金 丸 和 義 北新町 今 村 賢 吉 下与板 島 倉 富 行 

山  沢 山 田 富一郎 江西三丁目 秋 元   仁 下横丁 大 橋 公 二 本与板 田 中 清 司 

倉  谷 高 居 國 雄 江西四丁目 鈴 木 一 臣 五軒町 関 川 政 文 馬 越 小 熊 藤 一 

城  山 梅 沢 雅 也 船  戸 八 子 源 治 稲荷町 長谷川 喜一郎 岩 方 高 橋 敏 春 

柳 之 町 小 川 喜一郎 中  町 牧 野 文 雄 原 三 浦 栄 治 中 田 小 川 幸 雄 

堤  下 遠 山 太 郎 堂前中島町 佐 野 久 和 馬場丁 柳 下 義 雄 南 中 倉 品 栄 三 

横  町 田 中 龍 松 水 道 町 佐々 木 一 昭 泉 丁 山 田 昭 一 吉 津 小 林 喜久松 

蔵 小 路 髙 木 俊 夫 南 新 町 小 原 幸 夫 長 丁 丸 山 正 芳 広 野 山 口 日出二 

上  町 森   庄 一 中 川 岸 諸 橋 松 雄 下 丁 佐々 木 康 男 蔦 都 高 橋   仁 

安  永 宮 島 林 司       

 

◆◆◆◆ 長岡市まちなか活性課からのお知らせ ◆◆◆◆ 

長岡をもっと楽しく、世界に誇れるまちにしたいと思っているあなた。 

「北陸まちづくりシンポジウム」に参加してみませんか？ 

 ■ 日  時  ３月２日（金曜日） 午後２時３０分～５時 ※参加費無料 

 ■ 会  場  ながおか市民センター 地下１階 イベントホール 

 ■ 内  容  基調講演並びにパネルディスカッション「中心市街地活性化とまちづくり」 

         ※出席者＝長岡造形大学環境デザイン学科 渡辺誠介助教授ほか 

 ■ 申し込み  ２月２３日までに、まち交ネットホームページ(http://www.machikou-net.org/)

からお申し込みください。 

※ お問い合わせは、(財)都市みらい推進機構(℡ 03-5976-5860)へお願いします。 
  

◆◆◆◆  与 板 町 商 工 会 か ら の お 知 ら せ  ◆◆◆◆ 

青色確定申告・消費税申告相談指導会を次のとおり開催します。 

 ■ 日  時  ３月５日（月曜日）、３月８日（木曜日） 

両日とも 午前１０時～午後４時 （正午から午後１時までは休息） 

 ■ 会  場  与板町商工会 ２階 研修室 

 ■ 指導担当  関東信越税理士会所属 与板町商工会担当税理士 

 ■ 相談料金  １件につき３,１５０円 

 ■ 持参する物 青色申告決算書・確定申告に必要な書類・昨年の控え・印鑑など 

 ■ 申 込 等  相談を希望される場合は与板町商工会(℡72-2303)へご連絡ください。 

 

地地地地    域域域域    振振振振    興興興興    課課課課    E-mail：yit-chiiki@city.nagaoka.lg.jp 

○ 赤ちゃんのための本を紹介します（振興係） 

乳児相談会の会場で、赤ちゃんのための本や子育ての実用書の紹介と貸し出しをします。

乳児相談の対象でなくても利用できますので、お気軽に立ち寄ってみてください。 

■日  時  平成１９年３月７日（水曜日） 午前１０時～１１時頃 

■場  所  ふれあい交流センター(℡ 72-4080) １階和室 

※ 市内の図書館で発行された貸出カード又は健康保険証などの現住所の確認できる 

ものをお持ちください。 
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市市市市    民民民民    生生生生    活活活活    課課課課    E-mail：yit-shimin@city.nagaoka.lg.jp 

○ 家屋を取り壊したときはご連絡を（市民係） 

家屋の全部又は一部を取り壊したときは、お早めにご連絡ください。 

固定資産税は、毎年１月１日を基準に課税しています。取り壊しの連絡がない場合は、誤

った課税をすることがありますのでご協力をお願いします。 

      

保保保保    健健健健    福福福福    祉祉祉祉    課課課課    E-mail：yit-hoken@city.nagaoka.lg.jp 

○ ｢高齢者介護教室＆つどい｣の開催について（福祉係） 

“高齢者の理解 ～介護される側の気持ちになってみよう！”をテーマに、｢高齢者介護教

室＆つどい｣を中之島地域と合同で開催します。どなたでも参加できます。ぜひこの機会に、

高齢者への理解を深めてください。 

  ■ 日  時  ３月８日（木曜日） 午前１０時～正午 

  ■ 会  場  サンパルコなかのしま（長岡市中野中 1666-2 ℡66-0688） 

  ■ 内  容  お年寄りの心身の“不自由さ”疑似体験など 

          (手・足・目・耳に簡単な装具をつけて行います) 

  ■ 申し込み  ２月２８日までに保健福祉課又は社会福祉協議会与板支所へお申し込み 

ください。 

■ そ の 他  当日、次のとおり送迎バスを運行しますので、送迎を希望される場合は、 

参加申し込みの際にお申し出ください。 

与板支所発(9:30) ⇒ 与板郵便局前 ⇒ 稲荷町バス停 ⇒ 会場へ 

○ 子育て講演会｢子どものこころの健やかな成長のために｣を開催します（保健係） 

 乳幼児期の「こころ」の講演会を開催します。ぜひご参加ください。 

 ■ 日  時  ３月６日（火曜日） 午前１０時～１１時３０分 

 ■ 会  場  与板幼稚園 

 ■ 講  師  新潟大学大学院 医歯学総合研究科 内部環境医学講座 

         小児科分野 助教授  田 中 篤  先 生 

 ■ 申し込み  ２月２８日までに保健福祉課保健係へお申し込みください。 

         （講演の間は、お子さんをお預かりすることもできます。） 

○ リハビリ教室ボランティアを募集しています（保健係） 

 リハビリ教室でボランティアをしてみませんか？ 元気に活躍してくださる方の参加をお

待ちしています。 

 ■ 内  容  リハビリ教室参加者の外出時や訓練時の介助など 

 ■ 回 数 等  ２ヶ月に１度程度（月曜日の実施で午前９時から午後３時３０分頃まで） 

 ■ 会  場  志保の里荘（送迎もしています） 

 ■ 申し込み  ２月２３日までに保健福祉課保健係へお申し込みください。 

 

建建建建        設設設設        課課課課    E-mail：yit-kensetsu@city.nagaoka.lg.jp 

○ 長岡市住宅建設等制度融資「被災住宅復興資金」の申し込み期限について（管理係） 

  被災住宅復興資金の申し込み期限は、３月３１日です。資金の借り入れを希望される方は、 

お早めに、市内の金融機関へお申し込みください。工事完了又は売買契約締結後に提出しても 

らう、工事完了届の提出期限は、本年１２月２８日です。 

○ 被災者住宅復興資金利子補給の請求受付について（管理係） 

  被災者住宅復興資金利子補給制度について、平成１８年中に支払った利子分の請求を受け付

けています。交付決定を受けた方で、請求手続きをされていない場合は、３月１５日までに手

続きをお願いします。 
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地地地地        域域域域        のののの        話話話話        題題題題 
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ほっぺが落っこちそう！ ～幼稚園で餅つき大会～ 
 

 １月１６日の与板幼稚園のホールには、大きな臼が３つ。そ

して、ワクワクしながら集まった子どもたちの「よいしょ！ よ

いしょ！」の掛け声とともに、餅つきが始まりました。 

子どもたちの掛け声に、お手伝いに駆けつけた「つき手」の

おじいちゃん、「合いの手」のおばあちゃんの息もぴったり。 

仕上げはもちろん、子どもたち。順番に、小さな杵でみんな

がつくと、柔らかいお餅が出来上がり、おいしい“きなこもち”

と“のり巻きもち”に、小さなほっぺは落っこちそうでした。  

美しいハーモニーに 楽しいひととき！ ～地域の茶の間 水道町よらん会～ 
 
  地域の茶の間 水道町よらん会では、１月１９日、志保の里荘にて旅一

座によるギターとフルートの演奏会を行い、訪れた多くの観客は、美しい

ハーモニーに酔いしれました。また、水道町よらん会有志による歌と踊り

も披露され、楽しいひとときを過ごしました。 

  この会では、毎月１回、地域の皆さんが集まり、体操やゲームのほか、

春のお花見や夏休みの児童との交流などを通じ、お互いに支えあい、元気

をもらえる地域の茶の間を目指してがんばっています。地域の茶の間を通

じて、皆さんがますます元気になられることを願っています。  

悪い鬼をやっつけろ！ ～幼稚園児が豆まきで鬼退治～ 
 

 節分前日の２月２日、与板幼稚園では、先生が豆をまいて子ど

もたちの心の中の悪い鬼を退治しました。すると、どこからか大

きな足音とともに、みんなの心から出て行った「暴れん坊鬼」「泣

き虫鬼」「寝ぼすけ鬼」が、金棒を振り回してやってきました。

怖い鬼を目の前にして、“きゃ～っ”と悲鳴をあげながらも、が

んばって豆を投げつける子どもたち。その勇気に、鬼もたまらず

退散。“本当の鬼が来た～っ”と、ガタガタ震えていた子も、“ま

た来たら豆で退治してやる”と、得意げに話していました。  

ちょっぴり大人の仲間入り！ ～保育園年長児が親子で陶芸とお茶を体験～ 
 
 与板保育園では、親子でふれあう楽しいひとときを卒園の思い出にと、２月７日に

陶芸体験とお茶会を行いました。 

まずは初めての陶芸にチャレンジ。大人の握りこぶしほどの粘土をパイプで伸ばし

ます。割り箸で縁を整えながら、楕円や四角、三角など思い思いのお皿に仕上げると、

今度は模様付け。別の粘土で作ったかわいい花や、ハートのマークを貼り付けたり、 

              楊枝を使って自分の名前やカブトムシを書いたりと 

見事な“芸術品”が完成しました。 

 お茶会では、見慣れない茶道具で先生が点てる様 

子を、食い入るように見つめる子どもたち。自分の 

前にお茶が運ばれると、ペコりと一礼し、ぎこちなく茶碗を回してから口へ 

と運びます。ゆっくりと一服いただくと、ほろ苦さに、思わずお母さんの顔 

を見て苦笑い。和三盆でつくった、かわいらしい“つくし”と“梅の花”の 

干菓子もお茶と一緒にいただき、大人の世界をちょっぴり体験しました。  


